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『
生
と
死
の
美
術
館
』

本
の
表
紙
に
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
イ
エ
ス
に
乳
を
ふ
く
ま
せ
て
い
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
、
あ
の
「
リ
ッ
夕
の
聖
母
」
が
深
み

の
あ
る
色
調
で
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
美
し
さ
と
、
な
ん
と
も
言

い
様
の
な
い
懐
か
し
さ
、
そ
れ
は
自
分
が
幼
児
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
思
い

出
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
妻
が
幼
い
子
を
育
て
て
い
た
風
景
で
あ
っ
た
り

す
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
感
情
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
本
を
手
に
取

り
、
一
気
に
読
み
終
え
て
し
ま
っ
た
。

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
企
業
で
あ

る
ビ
ー
・
エ
ム
・
エ
ル
社
の
季
刊
誌
「
く
目
」
に
、
「
美
術
作
品
を
も
と

に
人
間
の
生
死
や
医
療
の
歩
み
を
た
ど
る
内
容
」
で
、
一
九
八
九
年
か

ら
五
○
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
「
美
術
的
遺
産
を
美
術
史
や
美
術
批
評
と
は
異
な
る
立
場
、
つ
ま

り
人
間
の
生
き
死
に
の
歴
史
や
文
化
の
証
し
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と

〔
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
東
京
都
港
区
赤
坂
七
’
六
’
一
、
電
話
○
三
’

三
五
八
五
’
二
四
一
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日
、
Ｂ
五
判
、
八

○
四
頁
、
本
体
二
四
九
二
円
〕

ム
の
時
代
」
、
「
Ｉ
Ｔ
の
時
代
」
に
足
を
踏
み
入
れ
た
今
日
、
技
術
の
側

か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
検
討
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
上
林
茂
暢
）

立
川
昭
二
著

す
る
立
場
」
に
立
っ
て
、
西
洋
編
二
十
八
、
日
本
編
二
十
六
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
前
者
は
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
奉
納
板
」
に
始
ま

っ
て
「
ギ
リ
シ
ャ
の
壺
絵
」
「
ギ
リ
シ
ャ
の
墓
碑
」
「
エ
ヒ
テ
ル
ナ
ッ
ハ

福
音
聖
句
集
」
へ
と
続
き
、
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
の
「
リ
ル
ヶ
「
マ
ル
テ

の
手
記
』
よ
り
」
、
ジ
ャ
ン
セ
ン
の
「
老
人
と
子
供
」
、
グ
ラ
ン
マ
ア
・

モ
ー
ゼ
ス
の
「
ド
ク
タ
ー
」
で
終
わ
り
、
後
者
は
興
福
寺
の
「
阿
修
羅
」

に
始
ま
っ
て
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
「
病
草
紙
」
「
み
か
え
り
阿
弥
陀
如
来
」

へ
と
続
き
、
蕗
谷
虹
児
の
「
胡
蝶
の
夢
」
、
三
橋
節
子
の
「
花
折
峠
」
、

柄
沢
斉
の
「
死
と
変
容
旅
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
全
五
十
四
編
の
ほ

と
ん
ど
が
豪
華
な
カ
ラ
ー
版
で
あ
り
、
体
裁
が
一
編
六
頁
の
読
み
切
り

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
い
へ
ん
読
み
易
い
。

ま
ず
第
一
編
の
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
医
療
を
表
現
し
た
出
土
品
で
は
、

同
一
画
面
に
描
か
れ
た
三
人
が
実
は
同
一
人
物
の
経
時
的
な
表
現
で
あ

る
と
絵
解
き
し
た
う
え
で
、
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
へ
の
信
仰
に
も
と

づ
く
医
療
の
原
理
、
す
な
わ
ち
現
代
社
会
か
ら
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

癒
し
の
文
化
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。
同
じ
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
墓
碑
を
扱

っ
た
第
三
編
で
は
死
者
と
生
者
と
が
、
ま
た
夢
と
現
実
と
が
共
在
し
、

両
世
界
間
を
自
由
に
旅
体
験
で
き
た
と
い
う
当
時
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
、

死
生
観
を
読
み
解
き
、
そ
れ
ら
を
排
除
し
て
し
ま
っ
た
現
代
の
心
の
貧

し
さ
を
指
摘
す
る
。
第
九
編
は
、
ペ
ス
ト
が
も
た
ら
し
た
救
い
の
な
い

恐
怖
と
不
安
、
死
を
前
に
し
た
人
間
の
執
着
と
醜
態
を
描
い
た
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
の
「
死
の
勝
利
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
の
愚
か
さ
と
は
か
な
さ
、

そ
の
熟
視
を
通
し
て
生
の
充
実
を
説
く
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」
の
主
題

で
あ
っ
た
と
い
う
。
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興
味
深
い
絵
解
き
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
そ
の
解
読
に
は
「
筬
言
」
に

も
似
た
響
き
が
た
だ
よ
い
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
突
き
刺
し
、
生
き
方
の

軌
道
修
正
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
新
村
拓
）

須
磨
幸
蔵
、
島
田
宗
洋
、
島
田
達
生
編
著

『
世
界
の
心
臓
学
を
拓
い
た
田
原
淳
の
生
涯
』

医
学
を
学
ん
だ
者
は
誰
で
も
、
心
臓
の
刺
激
伝
導
系
の
存
在
と
こ
れ

を
発
見
し
た
田
原
淳
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
。
本
書
は
季
刊
誌
「
ミ

ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
」
の
主
宰
者
で
あ
る
藤
田
恒
夫
さ
ん
（
新
潟
大
学
名
誉

教
授
）
が
計
画
し
て
、
心
臓
と
く
に
刺
激
伝
導
系
に
造
詣
の
深
い
学
者

や
田
原
先
生
と
ゆ
か
り
の
深
い
十
九
名
の
方
々
に
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た

熱
の
こ
も
っ
た
文
章
の
集
大
成
で
あ
る
。

そ
の
題
目
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
二
）
「
刺
激
伝
導
系
発
見
へ
の
過

程
」
。
田
原
淳
博
士
の
足
跡
を
た
ず
ね
て
（
島
田
達
生
、
有
田
眞
）
、

刺
激
伝
導
系
の
発
見
と
心
臓
学
の
進
歩
（
須
磨
幸
蔵
）
、
田
原
淳
よ
り

ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ア
シ
ョ
フ
ヘ
の
手
紙
（
島
田
宗
洋
）
。
（
二
）
「
田
原
淳

の
追
憶
」
。
田
原
淳
の
生
家
ｌ
安
岐
町
（
中
嶋
剛
一
郎
）
、
田
原
春
塘

と
田
原
淳
ｌ
中
津
（
川
嶌
眞
人
）
、
父
の
思
い
出
（
長
岡
・
田
原
幸
子
）
、

〔
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五

一
二
○
’
四
○
○
○
、
二
○
○
三
年
二
月
二
十
七
日
、
四
六
判
、
三
四

八
頁
、
本
体
三
四
○
○
円
〕

祖
父
田
原
淳
の
碑
（
村
山
暁
）
。
（
三
）
「
田
原
淳
へ
の
回
帰
」
。
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
日
独
医
学
協
力
に
つ
い
て
（
ホ
ル
ス
ト
・
ケ

ル
ン
）
、
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ア
シ
ョ
フ
ー
家
族
の
思
い
出
（
１
ル
ゲ
ン
ア

シ
ョ
フ
）
、
田
原
先
生
こ
ち
ら
を
向
い
て
下
さ
い
（
須
磨
幸
蔵
）
、
刺
激

伝
導
系
の
田
原
原
著
復
刻
Ｉ
黄
色
い
表
紙
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
（
須
磨
幸

蔵
）
、
ア
シ
ョ
フ
・
田
原
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
（
島
田
宗
洋
）
。

（
四
）
「
心
臓
学
の
進
歩
・
発
展
へ
の
寄
与
」
。
田
原
結
節
（
有
田
眞
）
、

田
原
通
り
・
九
州
大
学
医
学
部
で
の
田
原
先
生
（
田
口
健
二
、
恒
吉
正

澄
）
、
心
臓
刺
激
伝
導
系
の
構
造
ｌ
田
原
の
ス
ケ
ッ
チ
を
電
子
顕
微
鏡
で

追
う
（
島
田
達
生
、
小
野
紀
昭
）
、
解
剖
学
へ
の
貢
献
（
柴
田
洋
三
郎
）
。

（
五
）
「
田
原
先
生
を
偲
ぶ
（
生
誕
百
年
記
念
座
談
会
）
」
。

こ
の
害
を
ひ
も
ど
け
ば
田
原
先
生
の
生
涯
、
人
と
な
り
、
研
究
の
詳

細
、
後
世
へ
の
影
響
が
生
き
生
き
と
具
体
的
に
迫
っ
て
く
る
。

田
原
先
生
は
明
治
三
十
六
二
九
○
三
）
年
か
ら
三
年
間
、
ド
イ
ツ
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
ア
シ
ョ
フ
教
授
の
も
と
に
留
学
さ
れ
、
ア
シ
ョ

フ
教
授
の
「
肥
大
し
た
心
臓
は
な
ぜ
弱
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

を
始
め
ら
れ
、
三
年
後
（
一
九
○
六
）
に
は
、
房
室
結
節
（
田
原
先
生

の
発
見
）
が
国
尉
束
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
右
脚
と
左
脚
に
分
枝
し
、
さ

ら
に
こ
れ
が
一
八
四
五
年
に
プ
ル
キ
ン
エ
の
発
見
し
た
プ
ル
キ
ン
エ
線

維
に
接
続
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
心
房
と
心
室
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
収

縮
と
弛
緩
が
神
経
に
よ
る
伝
導
で
な
く
、
特
殊
な
心
筋
細
胞
（
細
胞
体

と
そ
の
突
起
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
心

臓
全
体
の
刺
激
伝
導
を
取
り
仕
切
る
系
の
全
貌
を
解
明
し
、
「
刺
激
伝

導
系
（
詞
田
圃
冨
冒
］
両
脇
耐
扇
冒
）
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
本


